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Abstract

　Introduction　 of 　the　metric 　system 　in　modern 　Japan 　was 　performed　by　Koan 　OGATA ，　His　converted 　values 　from　the

traditional　weights 　and 　measures 　into　the　metric 　system 　were 　taken 　over 　to　the　gunneries，
　Syuhan 　TAKASHIMA 　and

one 　of　his　pupils ，　Motoyoshi　 NAMURA 　of　the　Takashima　schooL 　This　 school 　determined 　equivalents 　of 　numerical

StandardS ：the　length　“1m ＝3．28889　 ShakU （尺 ），
”
　the　measures 　

”11 ； 5．4878990 （合 ），
”
and 　the 　WelghtS 　

E‘
1kg ＝266，8144

sen （銭 or，monme （匁 ））
”
respectively5 　However，　Ryukei　SUGITA

’
s　group　had　published

駈’
Kaijyohoujyutuzensho

”
from

the　astronemical 　charge 　of　Edo 　Shogunate（called 　Tenmonkata）in　14th 　of 　Tenpou 　era （1843 ），which 　had 　translated

Calten　J．N ．
“
Leiddraad 　bij　het　onderrigt 　in　de　Zee−artilleriゴDelft，1832 ，　and 　was 　circulated 　setting 　a　weights 　and

measures 　standards 　to　l「1m ＝3．289248 　shaku （尺 ）
）t
　and

”1kg＝ 266．8144　sen （銭）
1「．The　 former ”1m ＝ 3．289248 　shaku

（尺 ）
1「

was 　calculated 　from
“
11atitude ＝28，21i （里 ）

／t
　adopted 　by　Tadataka 　INOU ，　Takashima 　school 　would 　like　to

adopt 　the　weights 　and 　measures 　standard 　of
“Kaijyuohoujyutuzensho ”

，　after 　Syuhan 　TKASHIMA 　were 　 restrained

by　Edo 　Shogunate　in　13th　of 　Tenpou　era （1842）．　Shigetake　TAKASHIMA 　who 　became 　Syuhan 　TAKASHIMA

2nd 　determined　standard 　 of 　the　long　length　which 　was 　 made
“1　 m ＝ 3，289248 　shaku 〔尺 ）

”by　lNOU 　 and 　its　short

length（called 　Kanejaku）which 　was 　made
“1　m ＝3．3024　shaku （尺 ）

”
，　the 　later　was 　shorter 　than　the　long　length　O．4％．

Short　length　was 　used 　for　 manufacture 　of　actual 　commerce 　and 　industry　products．　Furthermore ，　he　determined　that

weights 　performed
”
1　kg＝ 266，67　sen 〔銭 ）

”
therefore　

“
1sen （銭 ｝＝ 3．75　g

”
，as 　would 　be　the 　result 　of

“
11 ＝ 5．55　go

（合 ）
”
．Those　weights 　and 　measures 　standard 　by　him 　was 　taken 　over 　to　Kinzaburo 　SHIMOZONE 　who 　was 　the 　last

army 　magistrate 　in　Edo　Shogunate，　and 　became 　foundation　for　the 　standard 　of　modernistic 　weights 　and 　measures ，

eSpeCially 　length’“1m ＝ 3．3ShakU （尺 ）
”
　waS 　so 　in　Japan 　after 　Meiji　ReStoration〔1868）．

Keywords ： Koan 　OGATA ，
　Syuhan 　TAKASHIMA ，　MotQyoshi　 NAMURA ，　Tadataka 　lNOU ，　shaku （尺 ），　sen （銭 〕，

li（里 ），
　go （合） ，

Kanejaku
，
　Tenmonkata

1　 始めに

　高島秋帆 （四 郎太夫茂敦、1798 −1866 、以下秋

帆）が、荻野流砲術師範で あ る父 四郎兵衛茂紀 に

つ い て 砲術 を学ぶ の は 、父 茂紀が 長崎の 外国語修

業 の 取締役 （文化 5 （1808）年）や出島台場 の 正

式 担 当 （文 化 8 年） 終 え た後、文 政 期 頃 で あ っ

た ろ うとい われ る。

　文 化 1年 に 、秋帆 は、21 歳 で 町年 寄役 見習 い

を命 じ られ、す ぐに 町 年寄本役 同等 に な るが 、

西 洋砲 術を学ぶ の は 、シ
ー

ボ ル ト （Von 　Siebold
，

PE ） と ともに来 日 し た商館長 陸軍大佐 ス チ ュ ル

レ ル （Sturler，　J．W ．
，
1823 −26 年 在館 ） か ら で あ
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り、文政 6（1823）年か ら文政 9 年 末頃 であ る
1〕
。

　 同時に 、シ ーボ ル トの 来 日と ともに開 かれ る H

本 の 近代化 の た め の 起点 と なっ た 鳴滝塾 の 開校 と

そ の 後の 世話 を した の は 、高島親子 、父 四郎兵 衛

と秋帆、次兄 で 養子 に行 っ た 久松宗磧で あ る。

シ ーボ ル トが離 目す る の は 、 文 政 6 か ら 6 年 を

経 た 、文 政 12 年 で あ り 、
シ
ー

ボ ル ト事件 で は、

高橋景保等が連座す るが、高島親子 は、シ ーボル

トと犬猿 の 仲 の ス チ ュ ル レ ル と の 関連か ら こ の 事

件 か ら逃れ た とい わ れ る
2）
。

　 秋帆 の 西洋砲 術 の 指導者 と し て 、そ の カを発

揮 す る の は 、佐藤 昌介 （以 下 、佐藤）『洋学史論

考』1993 年
3／’

に よれ ば 、文 政 11 （1828 ） 年 に

池 部啓太 が、西洋砲術 を学ぶ た めに秋帆に入 門 し

た 頃 とされて い るが 、ス チ ュ ル レル か ら学んだ西

洋砲術 を基 に秋帆が蘭書 の 収集 と研 究を 行 うの

が 、有馬 成 甫 （以 下 、 有馬 ）『高 島秋 帆 』 1972

年 に従 えば天保 1 （1830 ）年 頃 で あ っ た とする 。

有馬は 、そ の年ナポ レ オ ン 戦争時に開発 され た 各

種砲 弾に っ い て の 秋帆 の 質 問状 が、オ ラ ン ダに

残 っ て い る こ とを根拠に して い る
4〕
。佐藤 、有馬

とも時期的に は ほ ぼ
一

致 し て い る 。

　 秋帆 の 天保期 初年 か らの 西洋砲術や軍 隊 の 指

揮、運用に 関わ る蘭書の 輸入 と収集 につ い ては 、

天保 13 年 に 起 きた秋帆拘束に とと もな う没収本

の 目録 「鳥居 甲斐守 （忠耀）勤務中天 文 方立会相

改候 蘭書表 題　 高島四郎太 夫所持之分」 に つ い て

の 有馬 の 研 究 に よ り解明 され て い る
5）
。

　 こ の 収集蘭書 、す なわ ち没収本 の 中に 、有馬

が 、天 保 7 年 ニ ー マ ン か ら贈 られ た の で は な

い か と推測す る セ ッ セ レ ル 著 『主要 火工 品製造

に 関 す る 便 覧 』 が あ る。 原 典 は、Sesseler，J．W ．，

Handboek 　ter　vervaarding 　van 　Ernstvuurvrerken ，　ZOO 諮

die 妙 ゴθ 抽 （1θ rZ 跚 d50ゐθ ゐa11 ゴ
ー

en 　Ze θ magt 　iii　gebruik

ZJJ　
’
n ，　Delft，1823 で あ り、セ ッ セ レ ル の 『エ ル ン ス ト

ヒ ュ
ー

ル ウエ ル ケン 』 と し て 知 られて い る
6）
。秋

帆 は、原書 の 翻訳 を通詞 の 名村貞五 郎元 義 （生

没 年 未詳 、以 下 、名 村 元 義 ） に 依 頼 し、天 保

14 （1843） 年 に 『遠 西 火攻 精撰 （選 ） （撰、題

簽）』 とい う表題 で 筆写本 の 形で 刊行 され 、完成

をみ た。此 の 書は、真 田宝物館蔵版 で は 、「遠西

火 攻精撰 （選 ）、十 三巻、天 保 癸卯秋九 月、松城

文庫 」 と包 み紙に記 され 「和蘭海陸司炮　雅究骨

夫微尓列 木 （ヤ ー
コ ッ プ ウ ィ レ ム ）著、大 口本崎

陽和蘭訳司　名村元義貞五郎訳」 となっ て お り、

翻訳 され た筆写本で は セ ッ セ レル の 姓で はな く、

名 が記 されて い る
7〕
。

　 もっ とも、大槻如電 『新制洋 学年表』1963 年

再版 で は 『遠 西火攻精撰 （選）』12 巻 を天保 12

年 とし てお り　「訳者不 記、天文 方官選 な らん 」
8｝

と して い る こ とか ら、す でに大 保 12 年 に は翻訳

が終了 して い た と思 われ る 。

2　セ ッ セレル の 『還西火攻精撰 （選）』

　セ ッ セ レ ル の 翻訳書、名村元義訳 『遠西火攻精

撰 （選 ）』 は、「19 世紀 最初 の 砲 術に 関わ る翻訳

書」 で あ る とと もに 、首巻 の 凡例は、ニ ーマ ン の

メ ー トル 法 に よ る 念仏尺 の 換 算、「1 會尓 （m ）

＝ 3．28889 尺 」 そ の 逆数 「1 尺 ＝ 30．40539 　em （小

数第 6 位以 下 四 捨五 入 ）」 に基 づ き記 され て い る
9〕
。

　 「さ ぐ る会 2012 」 で 紹 介 した よ うに 商 館長

ニ
ー

マ ン （Niemann ，　J．E ，1834 −38 年 在 館、30

年来 日）に よる ニ
ー

マ ン 標準 「メ
ー

トル 法 に よ る

念佛 尺 の 換算を基準 に した、尺 貫法 の 換算」 につ

い て の 記 述 の 初見 は 、
ニ
ー

マ ン の 館 長就 任天保 5

（1834 ）年 の 翌 年 、天 保 6 年 に 刊 行 され る宇 田

川玄真著、宇田川榕菴補 『遠西医方名物考補 遺』

の緒方洪庵の 凡例 で あ る
1ω
。

　 ニ ーマ ン は、天 保 5年 12 月 1 日に 商館 長 に

任命 され 、4 年 後 の 同 9 （1838） 年 の 参府 後、

11 月 17 日に帰国 し た 。
ニ
ー

マ ン の 参府 に つ い て

は、山路彰常 と渋川敬直 との 会談が有名で あ り、

こ の 会談で モ リソ ン 号事件に つ い て の 真相が 明 ら

か に なっ た。モ リソ ン号事件問題は 、渡辺 崋山や

高野長英 が連座す る 天保 10 年 の 「蛮社の 獄」 の

主 要因で あ っ た。

　 「蛮社 の 獄」 後、老 中首座水野 忠邦の 天 保の

改革の 中で 、秋帆 は天保 13 年 に拘束 され、嘉永

6 年 に 解か れ るま で活動 は停止 させ られた。拘束

の解 除後、秋帆が書 き上 げた の が同年の 「嘉永書
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上」 で あ り、有馬は ニ
ー

マ ン と秋帆の 「ア ヘ ン 戦

争の 清 国敗北原因」 に つ い て の 対談を勝海舟 『陸

軍史』 第 3 巻 （勝海 舟全 集 11 巻 、1974 年） か

ら引用 して 、以下の よ うに記 して い る
1ユ｝

。

　　阿片 戦争が 勃発 し た こ ろ 、清国 は さん ざん

　 　 の 敗北を 喫 しそ の 原 因が全 く火 器 の た め で

　 　 あ る こ とが判 っ た 。

また、

　 　大 砲 は 揃 っ た と し て も火 薬 の 供 給が 充分 で

　 　 な くな る か もしれ な い 。オ ラ ン ダ で は平 素

　 　 よ り多量 の 火薬 を貯蔵 し、ま た 硝石 丘 を作

　 　 り、供給 をよ くし て い る。

　 こ の よ うな記述 な どか ら、秋帆 は ニ ーマ ン か

ら天保 7年 に 、『遠西 火攻 精撰 （選 ）』 の セ ッ セ

レ ル の 原典を入 乎 し た の で は な い か と い う説 が

生まれ た。前年 の 天 保 6 年 に秋 帆は 、後 に佐 久

間象 山 な ども同様、幕末期 の 砲術書 の 原 典 とな

る 『海 上砲術 全書』天保 14 年 の オ ラ ン ダ語 版、

Calten
，
J．N ．Jeiddraad　bij　het　onderrigt 　in　de

麁 θ 「8r 翻 θ吻〜Delft，1832 を入 手 し て い る。こ の

書も第 1 章火薬か ら始まる
12〕
。

　 幕閣 の 中で も、弘 化年間 （1844−1848 ） に セ ッ

セ レ ル の 原典 を入 手 し て い る の は水 野 忠邦で あ

り、忠邦が入 手 した の は再度老中に返 り咲 く弘化

2年 で あ っ た。こ れ は、天 保 14 （も しくは 12）

年に翻 訳 書 『遠西火攻精撰 （選 ）』の 流布 とと も

に原 典の 輸入 が行われ た と こ と に よ る
1St
。

　 セ ッ セ レ ル の 原 典 の 輸入 量 は、積永洋 子 『輸

入蘭書概観』 に よ る と、1854 年 まで に、3 冊 が

輸入 され て い る の が確認 され る。また、松 田清

『佐賀鍋 島家 「洋書 目録」 所 収原書復元 目録』で

は 、 3 冊 と 「安政五 年午正 A 十 日　但増田忠存ニ

テ手形 ハ 秀島所 持　島内栄之助拝借 」 と記 され た

1冊 、計 4 冊 あ っ た こ とが記 され て い る 。 原典 の

写本 も 2 点確認 され て い る
14）

。

　同様 に、『江戸幕府 旧蔵 蘭書 国録』に は 、 原典

1冊 （国会図書館、番 号 、蘭 一3585） と、表題 に

『火 技全 書』 と記 され て い る 日本装丁 で の 原 典

の 筆写 本、6 巻 （国会 図書館 、番 号、ca　−2947 ・

2952） が あ る 。 筆 写 本 の 印記 は 「明治 九 年納

付」、墨書で 、「島根県士 族、文部省報告課雇、村

岡範為馳」 と記 され て い る
蚓
。

　佐賀鍋 島藩 の 松 田清 の 調査 で 確認 された筆写本

2 点 の 内容 は、国会図書館 の 筆写本 と の 比較が 困

難の た め、詳細 は 不 明で あ る 。し か し、こ の よ う

な 、原典の 筆 写本 の 流布 は、秋帆 の 依頼 に よ り

翻訳 された 『遠西火 攻精撰 （選 ）』が火薬製造の

た め の 教科書 と し て 、重要視 された こ とに他な ら

な い
s2

．1 松 代の 「遠西火攻精 撰 （選 ）』 と 『エ ル ン

　　 ス トヒ ュ
ールウエ ルケ ン」 「真火術」

　本稿で 筆者が用い たの は、真 田宝物館蔵 （長野

県松代〉の 名村元 義訳 『遠西火攻精撰 （選 ）』の

筆写本で ある。 と こ ろが、真 田宝物館 に は、こ の

　 　 　 　 　 ぬ　　　　　　　　 K 　　　　 　　　　 サ

他 に 『エ ル ン ス ト。 ヒ ュ
ー

ル 。ウエ ル ケ ン 』 とい

う表題の 翻訳 、筆写本、上 、中、下 の 三 巻が あ り

16〕
、佐久 間象 山特 有 の 赤点 が入 っ て い る書 があ

る。此の 書 の 會尓 の 換算値等 は、同様 にニ
ー

マ ン

標準に従 っ て い る。

　それぞれ の 首巻 、及 び上巻の 目次の 書き出 しを

み てみ る と、『遠 西 火攻精撰 （選 ）』 の 首巻 は 、

「選 」 が 「撰」 となっ てお り
17｝
、

　　遠西 火攻精撰巻之
一

　 　 　 和蘭 海 陸司 炮 　雅究 骨夫微 尓列 木 著

　 　 大 目本 崎 陽 和 蘭訳 司 　名 村元 義 貞五 郎訳

　　火攻 二 作用 ス ル 諸 品 ノ善悪及 び 此ヲ合和
　 　 ンメ

　　メ勢カ ノ強弱 ヲ論 ス

　　　火 ヲ導 キ及 ヒ 是進ム ル 諸 品

　　第
一

　總テ ノサ ス ヲ論 ス

　 　 　 　 　 ユ　 　 　 　 　 　 　 　 　ん　 　 　 　 　 　 　 　 　も

ま た、『エ ル ン ス ト。 ヒ ュ
ー

ル 。 ウエ ル ケ ン 』の

上巻 は上記 と同 じ第 1章 の 目次を 以 下 の よ うに

記す 。

　 　 な　　　 　　 　　　 　　　　　　 　　 　　　 　　 blt

エ ル ン ス ト。
ヒ ュ

ー
ル

。 ウエ ル ケ ン

　第
一

　火 術 に 用 ゆ る諸 品 徴候 好悪 并各 品

　　　合 して 瀉寿處 の 業
　 ぽ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
　 　

　サ ス セ ン
。 イ ン

。
ヘ

ッ ト。 ア ル ケ メ
ー

ン

で あ り、上記 の 翻訳 の 原文 は
IS）
、

　 　 　 　 　 　 ERNST 　 HOOFDSTUK

VAN 　DE 　Z肌 FSTANDIGHEDEN ，　WELKE 　BIJ 　HET

ERNST −VUURWERKEN 　 WORDEN 　 GEBRUIKT ．
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KENTEEKENEN 　VAN 　DERZELVER 　DEUGD ，　HARE

WERKING 　IN 　DE 　MENGSELEN ．

A，Zelfstandigheden
，
　welke 　het　branden　doen　ontstaan 　en

bevorderen．

1 ．Sassen　in　het　algemeen ．

で あ る 。 前者 『遠 西 火 攻 精撰 （選 ）』 は 、サ ス

（瀉寿〉に つ い て も、原典注を要約 し て

　　囲炮 術家ニ テ 硝石 硫 黄 木炭 ノ 三 品 ヲ搗合 シ

　　タ ル モ ノ ヲ 「サ ス 」 ト名 ク

と、記 して い る。なお、佐 久間象 山の 赤点の 入 っ

　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　 ・k　　　　　　　　　 へ

て い る 『エ ル ン ス ト。ヒ ュ
ール 。ウエ ル ケン』に

は、凡例や度量衡つ い て の 特別 な章を設 けては い

ない 。

2．2 『遠西火攻精撰 （選）』の首巻 とニ
ー

マ ン

標準

　佐久 間象 山記念館 の 、秋帆 が名村元義 に依頼

し た セ ッ セ レ ル の 「エ ル ン ス トヒ ュ
ー

ル ウエ ル ケ

ン 」 の 翻訳書 『遠西火攻精撰 （選）』 は、通 詞 の

「名村 貞五 郎元 義 」 「天 保 14 年」 で ある が、上

述 した よ うに成稿 は 天保 12 年頃で あろ う。こ の

首巻 は 、「自序」、「凡 例 」、「新制度 量 衡」、全巻

の 「目次」 か ら構成 され て お り、セ ッ セ レ ル の

「自序」 の 翻訳 で は 、翻訳 した原 典 1823 年版が

1817 年 に刊行 され た もの の 増補で ある こ とを正

確に記 して い る
19）
。

　さら に 、『遠西火 攻精撰 （選 ）』は 、
「新制度量

衡」 を 「新度 」 「新 量」 「新衡」 「薬 品 秤量」 「時

刻」 の 順 で 、配列 し て い る。緒方洪庵 著の 『遠

西 医方名物考補遺 』 の 凡 例 を踏襲 して お り、内

容 も、ほ ぼ同 じで あ る 。
「新度」 と 「新量 」、

「新

衡」に つ い て 掲げて お く と下記 の 通 りで あ る
20）

。

　　「新度」

　　 和 蘭紀元
一

千 七 百九 十 九 年 二 至 リ古 来 ノ 尺

　　 度 ヲ改革シ 地 球 ノ 周 囲四 千 万分 ノ
ー

ヲ以テ

　　
ー一

エ ル トナ シ 新尺 度ヲ定 ム 是欧羅巴州
一

統

　　 通 用 ノ 尺度ナ リ今本 邦念佛尺 ヲ 以テ 比較シ

　　 其 ノ差違 ヲ左挙 ス

　　
ー 「ル

ーデ」 當我三丈 二 尺八 寸八 分八厘 九

　　　　　 毛弱

　　
一 「エ ル 」　 ル

ー
デ ノ ÷分ノ

…

　　 　　　 當我三 尺 二 寸八分八厘八 毛八 弗九弱

　　
一 「パ ル ム 」 エ ル ノ 十分ノ

ー

　　 　　　 當我三 寸二 分八厘八 毛八 弗八 九弱

　　
一 「ドィ ム 」 パ ル ム ノ 十分 ノ

ー

　　 　　　 當我三分二 厘八 毛八 弗八九 弱

　　
一 「ス テ レープ 」 ドイム ノ十分ノ

ー

　　 　　　 當我三 厘二 毛八 弗八八 九弱

次い で 、

　　 　 「新量」

　　 　
一一「カ ン 」 當我五 合 四勺九

　　 　 「新衡」

　　　
一 「封度」 當我二 百六十 六銭八分

一
四四

で ある 。 最 後 に 、
ニ

ー
マ ン 及 び 先哲 （緒方洪庵

（筆者）〉 に従 っ て い る こ とを記す。

　　右 二 掲ル 処 ノ度量衡 　本邦ノ度量衡二

　　配 当ス ル コ トハ 往年在館 ノ 和 蘭加比 丹

　　 ニ
ー

マ ン ナ ル 者 ノ所定ニ シ テ 吾輩ノ従

　　 ノ処ナ リ

そ して、結論 と して 、

　　○ 此書 中用 ル 処 ノ 度 量衡疑 クハ 「子
一

トル

　　ラ ン ツ 」 ノ 度量 二 因ル ナ ラ ン 放元 義 力 如

　　キ 其 度量 ノ 当 否確 定 ス ル コ ト能 ハ ス 故 二

　　 「ニ
ー

マ ン 」 氏 及 ヒ 先哲ノ 所 定 ヲ 此 二 録 ス

　　其 ノ 取 捨 ハ 仰テ 大 邦 ノ 君 子 ノ 英断 ヲ冀 ノ 而

　 　 己

　表 1 は 、
「計 量 史 を さ ぐ る会 20121 で 発表 し

た 『遠西 医方名物考補遺』緒方洪庵凡例 の メ
ー

ト

ル 法 に よ る尺 貫法 へ の 換算 で あ り、『遠 西火 攻 精

撰 （撰）』も同 じで あ る
21）
。

表 1　 「遠西 火攻精撰 （撰）」 （緒方洪庵凡例 と同 じ）

　　　　　　 メ
ー

トル 法 との 連鎖

新制尺度

贈 Um ）

〔m 面

1餉 qm ；

［．ミ1
［昭 c皿 ） ドi ：cm ） i拉 プー cm う

、寸lem｝・評
．綱並 凹f．．L・嵌

Iooo3 ，2888930，40543 ，0405428 ，lo9413．0405

新制液料

容器 ll・・忌、li｝

把酢

旨11　−II 「
：

1合〕 L含
ゴ
cm

亅1
」÷ 1§L邑27
誼 ∫∫〕〔cm

｝
〕

1寸蛸 〔c面

赴
「 1・1｛cm レ1牧．

F〒「．・ゴ1111’LL尸 
10005 ，48789182．21940lB22．194028 ，［0863 ，0405

新制驥

秤量紲

把臼・「’
1し．．一ぎ1・ 1封［醐 け主1、匿｝

ll妨 曦
1 匁i1

い1』吐ゐ 「
匿11

寸〔c剛 卜
1．．．

Ii ：
・レ 掴 ．へ

1000266．s1443 ，74797 ，528 ，10943 ，0405

注意 ：計算上 の 誤差が で るが 小数点第4位 以 下 を 四捨 五 入

す る と、尺 度、量 （体積）、衡 （質量） と も 「1寸立方＝＝

28 ，109cm3 」 で 揃 う。
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　 『遠西火攻精撰 （選）』 は高 島流の 教科書 とし

て 使用 された た め、高島流 の 伝播 と共 に 関東や江

戸に も影響 を与 え て い る。

　その 影響 と伝播の 証左 が、上述 した 高島流 の 総

裁江川太郎左 衛門英龍 （以下、江川英龍）の 手 代

小川実蔵成信 の 「書留」 に見 られ る。「書留」 の

数宇 の 写 し は 『遠西火 攻精撰 （選 ）』の もの と全

く同 じ で あるが 、行軍の 際 の 歩幅 （パ ス ）
22）

　　二 尺 二 寸 四分八 厘

が記入 され て い る点で異なる。パ ス は、
一

時間当

た りの 軍 隊 の 移 動 を計算 し、戦略 、戦術 を立て る

上 の 重 要な要 素であ り 、 メ モ 的に加 え られ た と考

え られ る。

　こ の 「書留」 の パ ス の 値 は、三 宅 友 信 『鈴

林 必 携 ・上 巻 』 弘 化 4 （1847） 年 の 「歩 隊 の

巴 須、會尓 ノ 〇 六 八 吾曲 尺 二 尺 二 寸 四分 八 厘 0
一

五 三 五 六 」 か ら の 引 用 か 、も し くは、江川 英

龍が所蔵 して い た とも考 え られ る原典、De　Bruijn，

A ．W ．，　ta7itair　zakhoekv
’
e，

’
s　Gravenhage ，183g に よ る と

思われ る
23｝

。

3　 「洋砲権度量考」 『高島流炮術権度量考』と伊

　 能説標準の採用

　本稿 で 指摘 して き た た よ うに 天保 14 年 は、2

つ の 重 要な オ ラ ン ダ語 の 砲 術 書 の 翻 訳 と刊 行 が

行 わ れ た 年 で あ り、
一

つ は 当該 『遠西 火攻精 撰

（選 ）』、他 は 『海 上 砲術全書』 で ある。後者 は

伊能説 に よる標準 「緯度 1 度＝ 28．2 里」 「1m ＝

3．289248尺 」 （以 下、伊能標準）、前者 は ニ ーマ

ン 標準 に よる尺度換算で 、翻訳 が 行 われ た。

　 しか し 『海上砲術全書』 には、体積 （量）に つ

い て の 記 載は なく、「計量史を さぐる会 2012］ で

述 べ た よ うに、『海上 砲術全書』 に は、伊能標 準

の 尺 度 と ニ
ーマ ン 標準 の 質量 が採用 され て お り、

尺度 と質量 の 相互 の 関係は な く、跛行 し て い る。

参考 ま で に 、メ
ー

トル 法 と の 連鎖を示 し た 、表 2

を下記に 再掲する
24〕
。

　 なお、両者の メ
ー トル 法 に よる尺度標準 の 統

一

と、高島流の 伊能標 準 へ の 移行 に 、影響 を与え た

事件が 、鳥居耀蔵等に よ る秋帆 の 拘束で ある。

表2　 『海上砲術全書』の メ
ー

トル 法 との 連鎖

新制尺度

1跡 1：m）

rmm11
舘 回

圜
1尺lcm〕 1寸鰡

吋 妨 　　 聴 m履

lcm
』

；　　 耀 捨主人　　　　瞞

】

looo3，28924s30、4 213，勵2128 ，IOO3　 3、040
紳贋量
1：蝿 ・凡
雕 継く，1

把醇

llo13・1封t1
圭汁 「銭1

　　　　　　1拉 方
戯 1
「
9、I

　　　　　　　I
「
輿

嚇 ・
・順 野

L

1000266，81443、7哇79　　 7、528 ，IO94　 3，G4G

　こ の 事件は 「長崎
一

件」 と して 知 られ 、秋帆 の

拘束は 、本人 に 止 ま らず、長 男の 高 島茂武 （文

久 3 （1863）年 44 歳 で 死 亡 、以 下、茂武） な ど

高島流関係者の 拘束 を招 き、彼 らは 江戸 へ 送 られ

た 。 こ の 時 の 秋 帆や子 の 茂武の 拘束は 、高 島流 の

尺度 をニ
ー一

マ ン の 標準か ら、伊能標 準 へ の 移行 を

もた らす契機 とな っ た。

　秋 帆 の 拘束は 、 天 保 13 （1842）年 10 月 か らペ

リ
ー

来航 の 嘉永 6 （1853 ） 年ま で に及 ん だ 。
し か

し、子 の 茂武は 、弘化 3 年 「五 十 日押込 、四郎太

夫倅、長 崎町年寄」 の 軽罪 を科せ られ ただけで 、

そ の 後、長崎に 戻 り、高島流炮術指南を行 っ た。

茂武 は 、 こ の 時期か ら高島流二 世 と名乗 っ た
25〕

。

　茂武 が、秋 帆 二 世 の 名で 著わ した 高島流度量

衡書に 、『洋砲権度量 考』「高島流炮術権度量考 」

が あ る。後者の 副題 『高島流炮術権度量考』が 、
一

般的 に流布 して お り、筆写 本で 伝世され て い る

も の に 、長崎大学 （経済学部）本 と、蓮池 鍋島家

文庫に 所蔵 され佐賀県立図書館に寄託 されて い る

佐賀本 とが ある。長崎大学本は 、佐賀本の 要約 に

近い が 、佐賀本に は ない 筆写 し た年月の 記載が あ

る。

　長崎本 の 裏表紙 に は 「嘉永 四辛亥九 月写 之　 立

石 嘉衛 門蔵　源能式」 とあ り、『高 島流炮術権度

量考』が嘉永 4 （1851）年まで に成稿 し て い た こ

とを示唆する
26）
。

　 『高島流炮術権度量 考』は 、伊能標準を用 い て

お り、当該書の 構成 は、題名 の 権度量考か らも分

か る よ うに最初に 権衡 、次い で 尺 度 とい う構成 を

持 っ 。前編は 「権制本源 」、後編 は 「度制本源」

か ら始まる。 し か し、最初に後編 の 「度制本源」

を理解 しな い と、前編 「権制 本源 」 を理解す る こ

と は 困難で ある。そ こ で 、本稿で は、後編 「度制
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本源」 か ら考察を進め て い く。

3．1　 「度制本源」

　 『高島流炮術権度量考』 の 後編 、尺度 に つ い て

の 記載 は 、 ド記 の 「度制本源」 か ら始ま る
27〕

。

　 　度制本源

　　欧 羅 巴 諸 州 欧 羅 通 用 ノ 尺 度 ハ 和 蘭

　 　
一

千七 百九 十九年 二 改 テ 地球 ノ 周 圍 四千 万

　 　分 ノ
ー

ヲ以
一

衛留 ト定 ム ト云 　今本邦 ノ 尺

　　度 二 合 ス ル 起算 ハ 地 球一
度里数 二 十八 里 二

　　 （28．2里 、 筆者）　 合ヲ本 トス 此 ノ
ー

里 ハ 量

　 　地 尺 六 尺 ヲ
ー

問 トシ 六 十 間 ヲ
ー

町 トシ 其 ノ

　 　三 十 六 町 是 ナ リ　 量 地 尺 バ
ー

名念仏 尺 又 享

　 　保 尺 ト云 　今 ノ 通 用 曲尺 二 比 ス レ ハ
ー

尺 ニ

　 　テ 四厘 程長 シ 　左 条 ノ 尺 寸 二 注ナ キ 者 ハ 皆

　 　此量地 尺ナ リ

　 「度制 本源」 は 、セ ッ セ レ ル の 翻訳 で あ る 『遠

西 火 攻精撰 （選 ）』 首巻 と異 な り、念 仏尺 以 外

の 「量 地 尺バ
ー

名 念仏尺又 享保 尺 ト云 」 とし、

また 「今 ノ通 用 曲尺 二 比 ス レ ハ
．一
尺 ニ テ 四 厘程

長 シ 」 と記 し て い る
28 ＞
。 こ れ ら の 記 述 は、清 宮

秀 堅 『地 方 新書』 草稿 弘 化 4 （1847 ） 年 成稿 が

示 し て い る通 り、三 宅 友信 の デ ブ ロ イ ン の 上 掲

書 、 De　Bruijn，　A ．W ．，　Mifitair　zakboekj
’
e．

’
s　Gravenhage ，

183g の 抄訳 『鉾 林 必 携 ・上 巻…』 弘化 4 年刊 を基

礎 と し、そ の 影響下 に ある こ とを示 して い る。茂

武 は 、「度制 本 源 」 に次 い で 「諸国制度」 に つ い

て 、伊能標 準 「1m ＝ 3．289248 尺 」 逆 数 「1 尺

＝ 30．4021cm （小 数点 第 5位 以 ドを 四 捨五 入 ）」 を用

い て 換算を行 う。 本稿で は、メ
ー

トル 法 と直接関

連す る寧泥留 蘭土 （ネーデル ラ ン ド） と和 蘭 と記

され て い る度制 を の み 、下に掲げる
29〕

。

　 　寧泥 留蘭土
　　 ［　　ル
　 　衛留　三 尺 二 寸八 分 九 厘 二 毛 四絲 八 怱

　 　波留牟　　衛 留 ノ十 分 ノ
ー（割 注 ）

　 　 ド　 ／ 　 2．
　　奴以 牟 　　衛 留 ノ 百 分 ノ

ー
（割 注 ）

　 　 ス 　 tt　 レ　
　

　 ソ

　 　須多列布 衛留ノ 千 分 ノ
ー

（割濁
　 　 レ　

　
　 i

　 　留宇天 　 十衛留
　 　 イ

　レC−V ■，／
　 　迷 以 留

　 　和蘭
　 　 パ 　 　ス
　　巴須古制ua軍 ノ用 二 尺 四寸七分八厘三 毛五 怱

　　 ○巴須 新 制陬 軍 ノ用 二 尺 四 寸 六 分 六 厘 九 毛 三

　　 　　　　　　 　　絲 六 怱

　　 巴須歩 隊 ノ用 二 尺 二 寸 三分六厘 六 毛八 絲八 怱
　 　 カ　

tt
　つ　 ttt　 レ　 ノ　　

tt
　
−t−

　　加阿辺 留連苦天 　白
』
二 十六間九合

一
勺

　 　 イ　
　

　 ル
　　 迷 以留　九 町

一
反三畝六歩八合

　　 同海上 　十六町九反 二 畝
一

歩三 合五 勺強

　　 同海里 　五十 町零 七反六畝

　 こ れ らは 、プ ロ イ ン の 原典 に基 づ い て お り、独

自 の 「町間算法」 に よ る換算も記 され る。

　 「町間算法」 は 「寧泥蘭土ノ衛留、及び布蘭須

ノ奴 以 世須、和蘭新制瞰 軍 巴須 ヲ町 間 」 で 示 す

計算法 を示 し た も の で ある 。 計算方法 は 、 比 例

計算で 、寧泥蘭 t の 衛留は 「百衛留 （100m ）が

0．91368 町 」、布 蘭須 の 奴以 世須は 「白
』
奴以 世須

（100toise） が 1．787916町 」、和 蘭新制 嫐 軍 巴

須 「百 巴 須 （100pas ）が 0．68526 町 」 で あ る こ

とか ら、衛留、奴 以世須、巴須 を町間に換算す る

方法である
30）

。

　最 後 に、表 3 「器 度便 覧」 と表 4 「1日制 及 び 諸

国度制 の 新制 に よる換算」が付 され 、 伊能標 準、

長 尺 を基 に し た 曲尺 （又 四郎 系尺 ）、短 尺 の ネ
ー

デ ル ラ ン ドエ ル へ の 尺度 の 換 算が 示 され る
31〕
。

曲尺 、短 尺 は 、伊能標準 「1m ＝ 3．289248 尺」

逆数 「1 尺 ＝ 30．4020858cm （小数点第 8 位以下

を四捨五 入 ）」 よ り 4 厘 短 く、

　 　 3．289248 × 1．004 ＝ 3．302404992 尺

もしくは

　 　 30．402085811 ．004 ＝ 30．280962cm

　 　 　 　 　 　 　 　 （小 数点第 7 位 以 下を 四 捨五 入 ）

∴ 「1尺 ＝ 30．280962cm 」 逆数 「1　m ＝

3．30240499 尺 （小 数点第 9 位 以下 を 四 捨 五 人 ）」 で、

計算 され る。

　表 3 「器 度便覧」 に は 、「器 機製作度 テ 計 ル 便

ナ ル カ為 二 通用 曲尺 ヲ以 比 当ス 」 と割注が付 けら

れ て い る 。

一42 一

N 工工
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　　　　　　 表 3 器度便 覧

「器機製作度テ 計ル 便 ナ ル カ 為二 通 用 曲 尺 ヲ 以比 当ス 」

衛留 丈 尺 寸 分 厘 毛 絲 怱

波留牟 尺 寸 分 厘 毛 絲 怱

奴以牟 寸 分 厘 毛 絲 怱

須多列 布 分 厘 毛 絲 怱
一

三 三 ○ 二 四 ○ 四　 九　 九

二 六 六 ○ 四 八 ○ 九　九　 八

三 九 九 ○ 七 二 一 四　 九 　 七

四
一

三 二 ○ 九 六
一

九　九　 六

五 一鹽 六 五 ＿昌二 ○ 二 四　 九 　 五

六 ｝ 九 八 一 四 四 二 九　 九 　 四

七 二 三 一 一 六 八 三 四　 九 　 三

八 二 六 四
＿炉

九 二 三 九　九　 二

九 二 九 七 二
一 六 四 四　九　

一

十 三 三 ○ 二 四 ○ 四 九　九　 〇

　 「器 度便覧 」 表 3 と同様、茂武 は 「同前赤 曲

尺二 合 ス （割注）」 と し て 、上 記、伊能標 準、長

尺 よ り 4 厘 短 い 曲 尺 （又 四 郎 系尺 ）、短 尺 「1 尺

＝ 30．280962cmi 、 逆 数、「1　m ＝ 3．30240499

尺」 を基 に、デ ブ ロ イ ン 、De 　Bruijn，　A ．W ，磁 肱 ∂か

zakboekJ
’
e，
’
s　Gravenhage，183g の

“HOOFDSTUK

I ”
の 　表

“1、OUDE 　 EN 　VREEMDETOT

NEDERLANDSCH （「日及び外国をネ
ーデル ラ ン

ドσ）メ ー トル へ ）
”

を、尺 貫法で 変換 した の が 、

表 4 で ある。

　表 4、と、『鈴林必携 ・上巻』 （原文の メー トル

法で 記載） か ら 1 風 土 （ブ ー ト） の 換算は 下記

の通 りで あ り、短 尺 「1 尺 ＝ 0．3028m 」で の 換算

で あ る ．下記、（単位、尺 ） の 値は 、表 4 の 換 算

値、（単位、m ） の 値 は 、　De 　Bruijn の 原 文か ら

で ある。

各国 1 風 土 （ブ ー ト） の 換算

レ　イ　ン　ヲ　ノ　 ド

礼印 蘭土
−
t コ　 ン　tt

布郎斯
イ　 キ　 リ　 ス
伊義利 寿

ア 　ム　 ス　 フ　 ル　 　ダ 　 ム
阿毛須 天 留陀 牟

（単位、尺 ）

1．03677

1．07275

1．00655

0．93476

（単位、m ）

O．3139465

0．3248394

0．3047945

0．2830560

表 4　旧制及 び諸国度制 の 新制 に よる換算
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3．2　 「権制本源1

　 後編 「度制本源」 に基 づ き、体積 （量〉及び 質

量 （権衡）に つ い て 記 して い る の が 、前編 「権制

本 源」 で あ る。上 述 「度制本源」 の 度の値 は 、伊

能標 準か ら 4 厘 短 い 又 四郎尺 （木 匠尺 ） 「1 尺 ＝

30．280962cm 」 逆 数 「1　m ＝ 3．30240499 尺 」

で あ るが 、「1m ＝ 3．3024 尺 （小数 点第 5 位 以下 四捨

五 入 ）」 で 標準化 され て い る。

　前 編 「権制本源 」 は、尺 貫法 に基づ く量衡の

メ
ー

トル 法に よ る換算を、下記 の よ うに記 し て い

る
32｝
ロ

　 　権制本源

　 　寧泥 留蘭 土 ニ テ 諸物 ノ軽 重 ヲ 定 ム ル 源 バ
ー

　 　波留牟曲尺三 寸 三 分零 二 毛 四 絲 （割 注） ノ 立法積

　 　三 十六 坪 零
一

勺五 寸 強 （害r腔 ） 二 蒸餾水 ヲ充 ヲ
ー

　 　干 ト名 ツ ク
ー

干 ノ 量京升 五 合五 勺 五 寸 強 （割 注 ）其

　 　ノ秤 数 ヲ …封度 ト名 ツ ク ト云 嘗テ 試 二 蒸餾

　 水ヲ 京 升一升方 積 六 ＋ 四 坪八 合 二 勺 七寸 二 充テ 之 ヲ

　 秤 ル ニ 四 百 八 十 目ナ リ、此 ノ秤数 二 由 リテ

　
ー

封 度 ヲ 計ル ニ ニ 百 六 十 六 戔 六 分 七 厘 」 ト

　 ナ ル 然 レ 共 ○蒸 餾水 ノ軽重一定ナ ラ ス 故 二

　 今記 ス ハ 天保 年 間在館加 比 丹 仁意満 ト云 者

　 　ノ 定ム ル 所ナ リ。　 （但 し、ニ
ー

マ ン 標 準 は 「倒 度

　 　 （1kg ）＝266．8144匁」 で あ る。　 （筆者） ）

こ の 文 中の 換算は、

　1 波留牟 （10cm ） ＝ 3．3024 寸

　 　 1 會尓 （1m ） ＝ 3．3024 尺

（逆数 1 尺 ＝ 0．3028m （小 数 点第 5位 以 下 を 四 捨五 入 ）、

　 　 1 尺 ＝ 30．28cm ）

　1波留 牟立方 ＝ 1干 （1，000cm3 ）

　1 干 （1，000cm3 ）＝ 5．55 合

　　 （1 合＝ 1，000／5．55 ＝ 180．18　cm3

　　　 1 升 ＝ 1801．8cm3 、1801．8g 　但 し、蒸

　　 餾水 によ る 。 ）

1 升 （六 ＋ 四坪八 合 「勾 七
一t」・− 64，827 寸 立 方）

＝＝　 480 匁

　 （1銭 （匁）＝ 1801．81480 ＝ 3．75g （小 数点 第 3

　 位 以下 を 四 捨 五 入 ））

「1 升 ＝ 480 匁 」 は実測 の 計量 に よ る。また、

1 封度 （1，
000g ）＝ 266．67 銭 （匁）

　 （逆数、1 銭 （匁） ＝ 1
，
0eO1266．7 ＝ 3，75　g

（小 数 点 第 3位 以 下 を 四 捨五 入 ））

以上 をまとめたの が 、表 5 である。

表5 「度制 ・権制本源」 の メ
ー

トル 法 との 連鎖

新制尺度

1會刷 m 〕

〔mmbI屮
1會尓沢 ）　 呎 ｛c皿〕 1唄 c囲 吋 立加 c皿

5
｝ 1

−・〔cml

10003 ，3024　　 3028302827
早
3028

新制液料

容器

1瀰 甼

111．’＝L1
芋 〔合｝　 1伽 cm511

升 〔倒 呂2ア

・h．仂 ）

rcm墨｝
に 、万 〔cm3 〕 い1 〔cm 〕

10σO5 ，55　 180．1818  1，827 ，83 ，028

紳 1雑貨

の 秤量

［鱒
・
ド

「田1．＝拝 1

　　　　　　　　　　 村立万
［封上 〔鋤　1銭　ゆ
　　　　　　　　　　　曲

「鵬 質 cm 弥 1寸 〔。ml

1000
　　　　　屮屮
266，67　　 3，τ5　　 　 7，427 ．83 螂

4　膺懲館蔵版 『度量表』、安政 4 （1857）年彫 、

　 慶応 1 （1865）年改正

　三 宅友信 の 『鈴林必 携 ・上巻』は、ペ リ
ー

の 来

航 の 前後 、嘉永 5 （1852）年 と同 6 年 に、単 に

『鈴林必携』と改訂 され た 。 こ れ らの 版で は、巻

頭 の 序 に下曾根 （金 三 郎 （信敦） （1806 −74）、以

下 、下曾 根金三 郎） 先生 閲 で 、近代 的尺 度標 準

「1會尓＝ 3．3 尺 」 の 換算が表記 され る
33｝
。

　嘉永 6 年 、ペ リ
ー

の 来航 と と もに秋帆 の 拘 束

が解かれ 、江川 英龍はお 預け とな っ た。秋帆に よ

り 「嘉永 上 書」 が 書か れ 、そ の 後、秋 帆は 、安

政 2 （1855）年 の 講 武所創設 と とも に 、教授方頭

取 、子 供 の 茂武 は 教授 方 、天保 12 年に江川英龍

とともに高島流 の 免許 を得た 下曾根金三 郎は 師範

とな っ た 。
こ の 年江川 英龍が 死亡 する

34 ，

。

　次 い で 安 政 4 （1857） 年 、下 曾 根 金 三 郎 の

家塾膺懲 館 か ら 『度量 表 』が刊 行 され 、慶応 1

（1865）年 に改訂 、近代 的尺度標準が流布す る。

膺懲館刊 の 『度量表』は 、下記の 例言を有 し
35）
、

　　西 洋砲器機弾薬 ノ 尺 度 斤量 数種ア リ　 其数

　　種 ナ ル ヲ 以テ 此 學 二 従 事 ス ル モ ノ 常 二 億記

　　シ 難 ク　 急 二 之 ヲ 索 ム ル ニ 便ナ キ ヲ 苦シ ム

　　社 友秋 碧小野氏 之 ヲ 憂 へ 諸 書ヲ 抄出シ テ
ー

　　小 冊 トナ シ テ 懐抱 二 便ナ ラ シ メ　 備 忘急須

　　ノ用 二 當ツ 　 然共 秘 シ テ
ー

入 ノ 用 ヲ 成 ス ハ

　　褊局 ノ 誹ア リ　 因テ 今之 ヲ 勧テ 上梓 シ 以 テ

　　同志 ノ諸 士 二 領 ツ

と記 し て ある。小 野秋碧に よ り作 られ た も の で あ

る とするが 、彼 の 人物象は不 明で ある。さらに、
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例言は度衡に つ い て以 下 の 様 に記 す
36〕

。

　　
一

　尺 度 ハ 比 較會尓尺 ハ 我 曲尺 ノ 三 尺 三

　　寸 　兌 母 ハ 三 分三 厘 二 當 テ　 而 メ 熕 軍 ノ

　　巴 須 ハ 會 尓 ノ 零 七 五 ニ メ 我 二 尺 四 寸 七 分

　　五 厘 ト成 ス 封 度 ハ 舊制 百 三 十 二 匁新 制 ハ

　 　ニ 百 六 十 七 匁 ト定ム 世 二 通 シ テ 較 ス ル 所 ノ

　　量 ト分厘 ノ 差 ア レ 共術事 二 害ナ キ ヲ以 テ 之

　 　ヲ定ム ル 前件 ノ如 シ ト云 フ

　　　 安政歳次丁 巳孟夏

例言に基 づ き作成され た換算表が表 6 で ある 。

表 6　新封度表

涅

特
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土
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度
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百
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十

六

匁

八

分
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四
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六
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匁

　上 記 、表 6 は 「1 封 度 （1kg ）」 に つ き略 数

「二 百六 十 七 匁」 で作表が行 われて い るが、ニ ー

マ ン 標 準 「1 封 度 （1kg ） ＝ 266 匁 8 分 1 厘

44 」 が 明記 され て い る 点に注意す べ きで ある。

こ の こ とか ら、こ の 例言 に基づ く、度の 換算、表

7 は 、ニ
ー

マ ン 標準 「1m ＝ 3．28889 尺 」 か ら派

生 し た 「1m ＝ 3，3 尺 」 と思われ る。 しか し、当

時 の 秋帆 、茂武親子 の 復権 などを考慮する と、伊

能尺 度標準か ら生 まれ た曲尺 （又 四郎系尺 （木匠

尺 ））す なわち短尺 「1m ＝ 3．30240499尺 」 の

小 数点第 2 位以 下 が切 り捨 て られ 、「1m ＝ 3．3

尺 」 で作表 され た と も推測 され る 。 會尓丈数は 、

メイ ル （1km ） 330 丈 （丈は 10 尺〉で ある。

表 7 會尓丈数表

會
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丈

数

メ

イ
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＋
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　 しか し、表 7 か らも分 る よ う、下曾 根金 三 郎

に よ っ て 近代的尺 度標 準 「1m ＝ 3．3 尺 」 が 導 き

出 され 、流布 し た こ との 意義 は大き い 。

　な お 、『度 量表』 は 、「安政歳 次 丁 巳 」 安 政 4

年 の 刊行 で あ る が、慶 応 1年 に 改訂 され る 。 内

容 は 、ほ ぼ同 じ で 、安政版 の 筆写本 が
、 静嘉堂大

槻文庫 に あ る。大槻 文庫 の 筆写 本 は、小 野 秋 碧

著 『斤量篇附尺 量摘要』で あ り、例 言か ら安政 4

年版 の まま と思われ る。橋本萬平も、静嘉堂 の 大

槻本が 、 膺懲蔵版 『度量表』 の筆写本 と は 、気が

付 かれ なか っ た よ うで ある
37 ］

。

　筆者 が入手 し て い る コ ピ
ー

は 、春嶽記 念文庫 の

印 の あ る慶応 1 年 の 改訂版 で あ り、元 本会 会長

（名誉会員）の 故岩 田重雄先生 が入 于 されたもの

で あ る 。 これ と 同 じ もの が 広 島大学 教科 書セ ン

タ ーに収蔵 され て い る
38）
、

5　結語

　 高 島流 の 尺 度 の 変遷 と系 譜 は 、以 上 考察 して

き た よ うに 、ほ ぼ 大 き く 3 期 に 分 け られ る．：

第 1 期 は 、 天 保 5 （1834） 年 の ニ
ー

マ ン の 来

日に よ っ て 制 定 され た と す る ニ
ー

マ ン 標 準 の

採 用 。 9．　esseler ，　J．W ：ffamdboek 　ter　 vervaarding 　van

Ernstvuurveerkθll，De 弖ft，1823 の 名村元 義訳 『火攻精

撰 （選）』首巻 の 刊 行 に よ り 定 着、江川 英龍 の 下

で の 影 響が顕著 で あ っ た。

　第 2 期 は、秋 帆 が 、天保 12 （1841）年 の 江戸

へ の 参府 、 徳間が原 で の 演習、そ し て 天保 13 年

の 秋 帆及 び息子 茂武 な ど と関係者 の 拘束が行われ

た 以後 で あ る。特 に、息子 の 茂 武 が 秋 帆 2 世 を

継承 し、伊能説 に基づ く標準 へ と移行 した の は、

拘束を解かれ長崎で私 塾を開い た弘化 4 （1847）

年 頃以 降、 そ し て 『高 島流炮 術権 度量 考』 の 写

し、長崎大学本が制 作 され た嘉永 4 （1851）年 の

間 で ある 。

　茂 武 の 『高 島流 炮 術 権度 量 考』 の 「器 度 便

覧」 で は 、 当時 の 器機 が伊能 標準の 長尺 「1m ＝

3289248 尺」 よ り 4 厘短 い 曲尺 （又 四郎系尺）、

短尺 「1m ＝ 3．30240449 」 で 製 作 され て い た こ

と が 明 らか に され 、近 代 質量標 準 「1 匁 ＝ 3．75

g」 が導 き出され る 。

　 第 3 期 は、嘉永 6 年、秋帆 が 禁 をとか れ 、安

政 2 年 に は 、講武 所 に 高弟、下曾根金 三 郎 と と

も に就 任 し、下 曾根金 三郎 を 中心 に 近代的度制

の 標 準化 「1m ＝ 3．3 尺 」 が進 め られた時期で あ

る 。

　 と りわ け、『鈴 林必携 ・上 巻』 弘化 4 年 で は 、

三宅 友信独 自の 「1 會尓 ＝ 3．292734 尺 」 で あ っ

た もの が 、下曾根金 三 郎 に よ る嘉永 5 （1852）

年、及び 、嘉永 6年 の 『鈴林 必 携』改訂 版 の 序

で は 、近代的尺 度標準 「1m ＝ 3．3 尺 」 に改正 さ

れ た 。 さ らに 、 安政 4 （1857）年に は膺懲館 『度

量表』が 刊彳j
．
され 近代 的尺度 標準 が 定着 し、そ

の 後 、『度量表』 の 改訂版が慶応 1 （1865）年に

出版 され る 。 こ れ らの こ とか ら近 代尺 度標準 「1

m ＝ 3．3 尺 」 が 、ニ
ー

マ ン 標 準 「1m ＝ 3．28889

尺 」 か、伊 能標準 の 長尺 「1m ＝ 3．289248 尺 」

か、また、こ の 長尺 か ら派生 し た曲尺 （又 四郎系

尺 ）、短 尺 「1m − 3．30240449 尺 」 か ら生 じ た

か は、『鈴林必携』 の 例 もあ り判然 と しない。

　 し か し な が ら、大野 規 周 が
、 明治 8 年 9 月 に

「度量衡取締条例」 「造幣寮 七 等出仕 大野 規周 自

製 ノ尺度様式 ヲ進 ス 」 として記 載 した 下記 の 尺度

雛型 の 中に 、伊能標準 の 享保 尺 と 4 厘短 い 曲尺 、

測量 尺 と の 関連 を伺わせ る記 載が ある 。 記載の 尺

度雛形は 、現在、国立科学博物館 に保管 され て い

る。尺度雛形 とともに提出 した説明文 では
39）・
、

　　
一

　法隆寺尺 ニ テ　　未詳

　　　　但 し聖徳太子所 持品 タ リ ト云 フ

　　
ー

　亨保尺 ニ テ 　三 尺 二 寸 八 分九 厘 二 四 八

　　　　但圭 表造立 ノ節用 ヒ シ モ ノ

　　
ー

　念佛尺 ニ テ　三 尺 二 寸九分
一

厘 五 毛

　　　　是即我國方今精良 ト稱 ス ル モ ノ

　 　
・

曲尺 ニ テ 　 三 尺 三 寸 〇 八厘

　　　　但永正年 間元祖又 四郎ノ 作ル 所 ニ シ テ大

　　　　野規周 之 ヲ 所持 ス 世間尋常ノ 曲尺 ハ 長短

　　　 微差 ア リテ
ー

定セ ス

　　
ー

　測量尺 ニ テ 　三尺三 寸〇二

　　　 但寛政年 聞 目本海 岸繪 圖 ヲ製 ス ル カ 為 メ

　　　　作所ナ リ
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一

新制尺　三尺三寸

とある。上 記に よれ ば、
一

般 的な器機製作用 の 4

厘 短 い 短 尺 に は 、所謂、木匠用 の 又 四 郎尺 と、

伊 能系 の 短 尺 の 測量 尺 、2 種類 が あ っ た こ とに

な る。すなわ ち、測量尺は 、上記解説 か ら伊能

標 準、享保 尺 「3．289248 尺 」 の 4 厘 （411000）

減 尺 で あ り 「3．3024 尺 」、大 野 規 周 は 「1m ＝

3．302 尺 」 と し、小数点第 4 位以 下 を四捨五 入 し

た と推測 され る。

　以上 か ら、明 治 23年 の 度量衡法に よる メ
ー

ト

ル 法 に基 づ く近代尺度標準 「1m ＝ 3．3 尺」 や 、

近代的質量 標準 「1kg ＝ 266．67 匁 」、そ の 逆数

「1 匁＝ 3．75g 」 は、慶応年間 ま で に 、高島流砲

術家の 度量衡の 系譜、秋帆や 茂武 、下曾根金 三郎

を通 じて 検討 され 、生 成 され て きた こ とを示 す。
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